






















































































































































































































































































































































































































フランス語の「ミシェル」を好んだとされる（Beaumont, 1935, p. 11）。本論文の引用内で Michel と表記され
たものは「ミシェル」と翻訳した。また、外国語の引用の翻訳は全て、執筆者によるものである。
（２）　Martin, John, “Father of the Modern Ballet: Fokine and the Ballet,” The New York Times, December 15, 
1940.
（３）　Nelson, 1984, p. 3.
（４）　Ibid., p. 10.
（５）　Обозрение театров, January 10(23), 1907; Новое Время, December 11(24), 1907.
（６）　Fokine, Mikhail, “The New Russian Ballet. Conventions in Dancing. M. Fokine’s Principles and Aims,” The 
Times, July 6, 1914.
（７）　Toye, Francis, “The Newer Russian Ballets,” Nation, August 2, 1913.
（８）　Scholl, 1998, p. 153.




（11）　テキサス大学オースティン校サイト内「Morris Gest: An Inventory of His Collection in the Performing 
Arts Collection at the Harry Ransom Humanities Research Center」の記述参照。https://norman.hrc.utexas.
edu/fasearch/findingAid.cfm?kw=Sayler&x=24&y=8&eadid=00740&showrequest=1（2019年８月３日閲覧。
セイラーは、ゲストの伝記の出版を試みた際も、出版先を見つけられなかった。）
（12）　Karsavina, 1961 (1930, 1948), p. v.
（13）　Haskell, 1935, p. xxv.
（14）　Garafola, 2011, pp. 12-13.
（15）　Duberman, 2007, p. 292.
（16）　Garafola, 2011, p. 13.
（17）　Nijinsky, 1934, p. vii.
（18）　Evening Star, October 8, 1934.
（19）　フォーキンからボーモントへの手紙、1930年５月29日、ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館所蔵。
（20）　Garafola, 2011, p. 1.
（21）　例えば20世紀初頭には、マリウス・プティパ（1906年『Мемуары Мариуса Петипа』）やロイ・フラー（1908
年『Quinze ans de ma vie』）の自伝が出版されている。
（22）　Phillips, 2013, p. 63.
（23）　Fokine, 1961, p. vii.
（24）　Ibid., p. 219.
（25）　ダンカンの自伝執筆の経緯については、ピーター・カースの著作（Kurth, 2001）に詳しい。
（26）　Fedosova, 2011, p. 157.
（27）　フォーキンからボーモントへの手紙、1928年６月26日、ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館所蔵。




（30）　Martin, John, “Creating The New Ballet: Fokine Explains the Sources of the Russian Enterprise and How 
The Productions Differed from Duncan’s,” The New York Times, November 15, 1931.
（31）　Svetlov, 1930, p. 5.
（32）　Kirstein, 1980, p. 441.
（33）　スヴェトロフの死亡年は1934年と一般的に表記されるが、1935年１月19日の『コメディア（Comœdia）』紙
に掲載された訃報では、「昨日、ヌイィにて死亡」と記されている。
（34）　Simmonds, 1978, p. 17.




（39）　Simmonds, 1978, p. 20.
（40）　Duberman, 2007, p. 213.
（41）　フォーキンは、マーティンが開いたグラームのデモンストレーション会場で、彼女を批判したときの経緯を、
1931年３月１日の『Новое русское слово』紙（ニューヨーク）に掲載した記事で詳述している（Fokine, 1961, 
p. 249-259）。
（42）　Duberman, 2007, p. 129.
（43）　Ibid., pp. 170, 176.
（44）　Kirstein, 1934, p. 7.
（45）　ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館に所蔵されており公式サイト上で閲覧可能： http://collections.
vam.ac.uk/item/O1354630/narcisse-photograph-saul-bransburg/（2019年５月24日閲覧）。
（46）　Walker, 2002, pp. 56-57.
（47）　Beaumont, 1947, n. p.
（48）　Walker, 2002, pp. 73-74
（49）　Fokine, 1981, p. 401.
（50）　Fokine, 1961, p. x.
（51）　フォーキンとの最初のミーティングでその作品を描写して見せたとき、ボーモントは「単にテーマを伝え
るのではなく、舞台の様子を描き出し、可能であれば、行為や動きの印象も述べたい」と考えていた
（Beaumont, 1975, p. 296）。
















（64）　Walker, 2003, p. 94. ボーモントの連載記事「Michel Fokine and His Ballets」は、『The Dance Journal』誌
の次の号に掲載された。1933年２月、４月、６月、８／10月、12月、1934年３月、６月、９月、12月、1935
年２月、６月、９月、12月、1936年３月、６月、９月、12月、1937年３月。












（77）　Evening Post, December 23, 1938.





（80）　Fokine, Mikhail, “The Ballet’s Rise from Pink Frills and Satin Slippers,” Musical America, April 29, 1922; 
Michel Fokine Dance Studios Four Riverside Drive New York, c.1923; Roerich Society Presents Leading 
Dance Personalities in a Series of Fifteen Dance Evenings: Michel Fokine, January 6, 1932.
（81）　1926年７月１日のボーモントへの手紙（ヴィクトリア・アンド・アルバート博物館所蔵）でフォーキンは、
ロシア及び欧州での活動に関するプログラム、批評文が手元にないため、記憶を頼りに情報を与えるしかで
きない旨を釈明している（Fokine, 1981, p. 394）。
（82）　Beaumont, 1975, p. 297.
（83）　当時、バレエ・リュスに関する書籍で最も影響の高かったスヴェトロフ著『現代バレエ』の中で、ダンカ
ンのロシア登場が誤って「1907年末」とされたため、その後しばらく混乱を招いた（Svetlov, 1912, p. 61）。
（84）　ロシアの舞踊史家クラソフスカヤは大著『20世紀初頭のロシアのバレエ劇場』で、「改革案」提出を1905年















たものに仕上げてくれた」（Kirstein, 1980, p. 441）。
（87）　バーテンソンへの手紙の中でフォーキンは、「それ［文章を発表すること］は私にとって非常に難しい、と
いうのもまず書いてから、英語に訳し、さらにその英訳を編集しなくてはならないからだ！」と述べている
（Bertensson, 1953, pp. 388-389）。また、セイラーはマクレーへの手紙（前述）で、「フォーキンはロシア語で
恐らく書くが、彼の息子が英訳し、私か他の者が編集、洗練させ」たテキストを提出する旨を強調している。
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